










































































































































































































テキスト 聴覚 視覚 (立秋に)おどろく
秋風引 秋風の至り 雁の群れを送 ×
蕭蕭 る
孤客 最も 朝来 庭木に ×
先に聞く 入り
敏行歌 ○風の音 ×目にはさや ○風の音にぞおど
かに見えね ろかれぬる
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いでいて，おらに何か言うときだけそこだけ肥大しても
の言うイメージ。おらは困っているども，案外やんたぐ
ね。それでもいい，おらの心がおらに乗っ取られでも。
（中略）
すぐに話題は転じて，だどもなして今頃東北弁だべ。
そもそもおらにとって東北弁とは何なんだべ，と別の誰
かが問う。そこにしずじすと言ってみれば人品穏やかな
老婦人のごとき柔毛突起現れ，さも教え諭すという口ぶ
りで，東北弁とは，といったん口ごもりそれから案外す
らすらと，東北弁とは最古層のおらそのものである。も
しくは最古層のおらを汲み上げるストローのごときもの
である，と言う。
人の心は一筋縄ではいがねのす。人の心には何層にも
わたる層がある。生まれたでの赤ん坊の目で見えている
原基おらの層と，後から生きんがために採用したあれこ
れのおらの層，教えてもらったどいうか，教え込まされ
たどいうか，こうせねばなんね，ああでねばわがねとい
う常識だのなんだのかんだの，自分で選んだと見せかけ
て選ばされてしまった世知だのが付与堆積して，分厚く
重なった層があるわけで，つまりは地球にあるプレート
どいうものはおらの心にもあるのですがな。（12 ～ 17
頁。傍線は引用者）
夫と別れた桃子さんは，やっと自分で物事を考えてい
けるような状況になったのだが，その始まりは，傍線部
にあるように，心の中で「大勢の人」が会話しているよ
うな状態であり，桃子さんに「人の心は一筋縄ではいが
ねのす」という思いを抱かせ，そして「人の心には何層
にもわたる層がある」という発見を与えるものであった。
それ以降の桃子さんの思索は割愛するが，次に引用し
たように，様々な声が響き合う中，桃子さんはついに「自
分の底の心」を見つけ，夫の死の意味を見つけ出す。
▼若竹千佐子『おらおらでひとりいぐも』
愛だの恋だのおらには借り物の言葉だ。そんな言葉で
言いたくない。周造は惚れた男だった。惚れぬいだ男だ
った。それでも周造の死に一点の喜びがあった。おらは
独りで生きてみたがったのす。思い通りに我れの力で生
きでみたがった。それがおらだ。おらどいう人間だった。
なんと業の深いおらだったか。それでもおらは自分を責
めね。責めではなんね。周造とおらは繋がっている。今
でも繋がっている。周造はおらを独り生がせるために死
んだ。はがらいなんだ。周造のはがらい，それがら，そ
の向ごうに透かして見える大っきなもののはがらい。そ
れが周造の死を受け入れるためにおらが見つけた，意味
だのす。（136 頁。傍線は引用者）
源氏と桃子さん，二人とも最愛の人を失い，そのこと
で否応なしに自分の心に向き合い，思い悩んでいく。そ
の結果，源氏は紫の上からの手紙を燃やして出家し，桃
子さんは，自分一人で生きてみたかったという自分の底
の心に気づいていく。それぞれ現実の中で出した答えは
一つかもしれないが，そこまでの過程は一筋縄ではない。
さまざまな思いや考え，声が，時には自分の意志とは無
関係に飛び交ったり，思い浮かんだりする。そうした中
で，思案し，悩み考えていくことで答えや答えらしきも
のが出てくるのだろう。このように二つのテキストを通
して，特に『おらおらでひとりいぐも』の桃子さんの言
葉(主に傍線部)を元にすることで，学習者には，〝一筋
縄ではいかない〟〈心〉について考えさせることができ
るだろう。
○本教材における言葉による見方・考え方のまとめ
(人の〈心〉についての)自分の思いや考えを深めるため，
対象(人の心)と言葉(一筋縄ではいがねのす／何層にも
わたる層がある)の関係を，（源氏の／小説の）言葉の意
味，働き，使い方等に着目して捉え，その関係性を問い
直して意味付けること。
６．おわりに
本稿では，新学習指導要領でねらわれている，「主体
的・対話的で深い学び」のうち，特に〈深い学び〉の構
築に向けて，どのような教材の，どのような言葉に着目
することで，学習者のどのような「思いや考えを深める」
ことができるのかについて考えてきた。実際の授業にお
いては，さまざまな展開や学習者の反応の中で，学びは
構築されていくだろう。今後は，実践を通して，教材に
ついても提案していきたい。
注
＊１ 摂関政治については，歴史学において様々に議論
があるようで，本稿のような断言には懸念が残る。
なお，日本の歴史 6 巻『道長と宮廷社会』(講談社，
2001)，全集日本の歴史第 4 巻『揺れ動く貴族社会』
(小学館，2008)を参照した。
参考引用文献・本文テキスト
○笑林…中国古典小説選 12『笑林・笑賛・笑府他〈歴
代笑話〉』（2008，明治書院）
○秋風引…『中国文学歳時記』秋上(同朋舎出版，1989)
○敏行歌…新日本古典文学大系 5『古今和歌集』
○蕪村句…『蕪村俳句集』(岩波文庫，1989 年)
○『源氏物語』…新日本古典文学大系『源氏物語』４
○若竹千佐子『おらおらでひとりいぐも』（河出書房新
社，2017）
- 155 -
